
、 そ の 実 行 頻 度 は 男 女 で 異 な る 。 自 室 の 環 境 管 理 は 温 湿 度 計 を

年 中 ほ こ り か 気 に な る の は 男 で あ っ た 。 冬 期 に は 全 館 暖 房 で あ

み ら れ

な く

と な る 洗 濯 （ 洗 う 、 千 す ） 掃 除 （ 用 具 、 回 数 ）、 寝 具 の 片 付 け に つ

を

で

く

と

こ

ケ ア ハ ウ ス 入 居 者 を 対 象 と し た 。 年 齢 は63 ～99 歳 の 男 女340   名 で

ト 調 査 を 行 っ た 。 回 収 率 は58.2 ％ 、 有 効 回 答 数 は196 名 で あ る 。

で 対 応 、 下 衣 に は 季 節 に よ る 変ft は み ら れ*  いif 、 ウ ェ ス ト に ゴ ム 使 用 の

日 中 の 衣 服 着 脱 は 少 な い か 、 外 出 時 に は 約 半 数 か 着 替 え て い る 。 外 出 の 目

か 多 く 、 バ ス で1 ～ ２ 時 間 、 晴 れ の 日 か 多 く 、 着 装 感 は 快 逃 と 感 じ て い る 。

着 替 え を す る 人 は 多 い か 、 日 常 着 に 上 衣 だ け と い う 着 装 行 動 も 見 ら れ た 。

、 高 齢# か 家 族 と 離 れ て も 居 住 す る 環 境 か 整 い 、 食 事 の 提 供 か あ れ ば 、 高

音 理 か 可 能 で あ る と い う 実 態 か 明 ら か に な っ た 。
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気 毛 布 、 ホ ッ ト カ ー ペ ツ･ﾄ ．X ア コ ン 等 で 各 自 の 環 境 を コ ン ト ロ ー.ル し 、

80 % と な っ て い る ． ま た 、 着 装 衣 服 は 、 季 節 に よ っ て 差 か あ り 下 着 に よ

・ す る 面 積 を 加 減 し 、 上 着 は 寒 さ に 対 し て 割 烹 着 、 上 っ ぱ り 、 ベ ス ト 、 ト

ｋ
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ポスターセッション

ひ ようご 災害 復興 住宅 にお ける コレ クテ ィブ ハウ ジン グに関 する 研究

○大 江七 恵’ 上野 勝 代'･）

（'京都 府立大 学大 学 院、¨京都府 立大学 ）

目的　 阪神・ 淡路大震災で高 齢者の生活にはコミ ュニティーが不可欠であること が明ら

かになった。 本研究は災 害復興公営住宅として 高齢者を対象とした｡、コレクティブハウジ

ングに着目し。このような 実験的な 住宅にどのような高齢者が入居し 、すみ心地をどのよ

うに評価しているかを 分析し 、現時点 の実態と課題を明らか･にすること を目的と する。で

ある高齢者を対象としたコレ クティブ 住宅のシステム化に着目し 、現時 点で の実態と課題

を明らかにする。

方法　 調査方法は、兵 庫県が 計画した復興コレクティブハウジングの中で,   1998 年　４

月までに入居が終了した ６プロジェ クト について、自治会役員やリーダー,   LSA 、設計者、

災 害復興公営住宅にたずさ わる県職員にヒア･リング調査を行った 後、入 居者全員 にアンケ

ート 調査、また可能な 入居者にはヒ アリング調査も 行った。なお、調査期間は　1998 年　７

月～８月である。

結果　 ６ 事例す べてに わたって 共通することとし て、一般の災 客復興 公営住宅 に比 べ、

応募状況が悪く,   5 事例に空室があった。 調査より①自立し た人 を対象としているにもか

かわらず、実際には病気を抱えている人が多く、年齢層も　７０ 代が　５ 割を占めており、相

互扶助が難し い状況にあ る。 ②共用空間やは全体的 にあまり使 われていない。③共益費に

対し て不満 を抱えている 人が多 い。 ④当初期待さ れていた入居者層と実際の入居者層にズ

レが生じ ており 、入居者だけで のコミ ュニテ ィ活動は難しい。今後の課題として高齢者が

虚弱化し た時の対応について｡考え る必要がある。
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ケ ア ハ ウ ス 入 居 者 の 身 辺 自 立 の 実 熊 に 開 す る 研 究

○ 小 林 鞍 枝＊田 口 秀 子＊ 逸 見 洋 子 ゛菅 原 正 子 ゛゙ 佐 藤 了 子＊３

（ 秋 田 大 教 育 文 化･ 岩 手 県 立 大 盛 岡 短 大 部 ゛゙ 聖 霊 女 短 大.3 ）
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活 形 態 は 多 様 で 、 高 齢 者 か ヶ ア つ き の 住 宅 で 生 活 す る 事 例

い る 。 ケ ア ハ ウ ス は 原 則 的 に 高 齢 者 の 身 辺 自 立 か 可 能 で あ

の

の

の

生 活 環 境 は 限 ら れ た 空 間 で あ る か 生 活 面 で の 制 杓 も 多 い

身 辺 自 立 を ふ ま え た 生 活 環 境 実 態 に つ い て 嗣 査 を 行 っ た

も

る

多

こ

そ


